










2019年 2月 8日 : 医学部百周年開設記念ホール　星陵オーディトリアム講堂
一期一会　～多くの人々に導かれて～













昭和 54年  3月　　　　　　　　東北大学医学部卒業
昭和 54年  5月　　　　　　　　宮城県古川市立病院で初期研修
昭和 56年  4月　　　　　　　　東北大学医学部第二内科入局
昭和 57年  6月　　　　　　　　米国ミシガン州ヘンリーフォード病院内科高血圧研究部門 Research Fellow
昭和 59年 11月　　　　　　　　同上より帰国（第二内科在籍）
昭和 62年  6月　　　　　　　　米国ミシガン州ヘンリーフォード病院内科高血圧研究部門 Senior Staff
平成  7年  3月　　　　　　　　東北大学医学部第二内科講師
平成  9年  8月　　　　　　　　東北大学医学部第二内科教授
平成 11年  4月～ 31年  3月　　東北大学大学院医学系研究科　教授（腎・高血圧・内分泌学分野）
平成 24年  4月～ 30年  3月　　東北大学理事（研究担当）
平成 31年  4月　　　　　　　　公立刈田綜合病院特別管理者
平成 31年  4月　　　　　　　　東北大学名誉教授
賞罰他　（本人受賞分）
平成  5年  4月　　Merck Young Investigator Award （南北アメリカ高血圧学会）
平成  5年  5月　　Young Scholar Award（アメリカ高血圧学会）
平成  6年  7月　　Established Investigator Award（アメリカ心臓協会）
平成 22年  5月　　日本腎臓財団学術賞
平成 24年 10月　　The trustee and council honor （国際高血圧学会・アジア太平洋高血圧学会） 
平成 26年  9月　　Arthur C. Corcoran Memorial Lecture （アメリカ心臓協会）
平成 27年  4月　　文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）
平成 27年  5月　　Distinguished Scientist Award （Robert Tigerstedt Award）（アメリカ高血圧学会）




理事就任歴 :  国際高血圧学会，国際腎臓学会，日本内科学会，日本腎臓学会，日本高血圧学会，日本内分泌学会，日本心
血管内分泌代謝学会，日本肥満治療学会，日本腎臓リハビリテーション学会
学会長
日本腎臓リハビリテーション学会第 2回学術集会（仙台）: 2012年 1月 20日～ 21日
第 86回日本内分泌学会学術総会（仙台）: 2013年 4月 25日～ 27日
第 111回日本内科学会講演会（東京）: 2014年 4月 11日～ 13日
第 39回日本高血圧学会総会（仙台）: 2016年 9月 30日～ 10月 2日
第 60回日本腎臓学会学術総会（仙台）: 2017年 5月 26日～ 28日








































































College of Wisconsinの Roman博士が灌流実験器具を
一組貸してくれ，また，University of Alabama の
Navar教室の Bell博士から微小灌流の手法を習得し，
8月末には実験の準備はほぼ完了した．しかし，9月
2 伊藤 ─ 一期一会　～多くの人々に導かれて～




























































Center of Innovation （COI），URA （University Research 
Administrator），学際科学フロンティア研究所，東北
ベンチャーパートナーズ株式会社の創設や，東北放射
光施設の実現等のプロジェクトを推進した．多くの難
関があったが，多くの方々の支援で，全ての事業を成
功に導き，東北大学が指定国立大学になることにも貢
献できたと思っている．特に東北放射光施設は我が国
の科学や産業にとって極めて大切なものである．この
プロジェクトは，国も地方行政も学術界も産業界もか
かわることで，見通しの混沌とした経過を辿ったが，
ついに，私の理事期間中に，青葉山キャンパスという
最も理想的な場所に建設される見通しを立てることが
できた．無上の喜びである．理事をつとめている間に，
日本内科学会，腎臓学会，高血圧学会，内分泌学会の
会長，日本高血圧学会の理事長も無事つとめることが
でき，アメリカ高血圧学会の最高栄誉賞の受賞など多
くの栄誉もいただいた．この全ては教室員をはじめと
する協働者の素晴らしい活躍の賜物である．後進の育
成にも力を注ぎ，教室からは 20人以上の教授も輩出
できた．
振り返ってみると，私は沢山の試練をいただいたが，
不思議なことにいつも助けてくれる人々が次々と現れ
た．日本でも世界でも．私が二度目に米国に行った時，
実験器具の作成に一年以上かかることが判明して失望
していたとき，「君は僕のライバルだが，敵ではない．
俺のところに一組余っているから，貸すよ」と電話を
くれた Roman博士，ベンチャーパートナーズ株式会
社創設のために東北大学の常勤になってくれ，僕の元
で大活躍をしてくれた元ゴールドマンサックス社長の
土岐大介氏，「義を見てなさざるは勇なきなり」と覚
悟を決めて僕のもとに来てくれた元ダイセルの重役八
浪哲二氏，「放射光施設は絶対実現しましょう」とやっ
てきてくれた高田昌樹先生など数え上げればきりがな
い．本当に志が高く，人間的に素晴らしい人達との出
会いであった．
一期一会．人を大切にすること，「何になるかより，
どんな人間になるか」の重要性を深く認識し，身をもっ
て体験することができた．私は「一隅を照らす」こと
を心掛けてきた．自分の与えられた立場と役割に誇り
を持って，自分が出来ることを精一杯務め，少しでも
社会のためにお役に立ちたいと思っている．今後も一
隅を照らすことを貫きたいと思っている．最後に，母
校東北大学医学部の世界への躍進ならびに艮陵同窓会
の益々の発展を祈念している．心から「感謝」の一言
です．
